
手立てや概要 

登場人物の心情を捉える際には、 

心情描写 行動描写 情景描写に注目させる。そのような描写に

は、サイドラインをひかせ、それをもとに心情を考えやすいよう

にする。 

 単元名   ちいちゃんのかげおくり（全 11 時間）  単元構想図 

 学びのストーリー   授業デザイン   評価規準・評価方法 

 

 

題名読み①        ・かげおくりってなんだろう。 ・ちいちゃんがかげおくりする話。 

全文通読(範読)①  ・戦争によって家族がバラバラになってしまう話だった。 ・今の平和な時代に生まれてよかった。 

・ちいちゃんは、一人でさびしかっただろうな。・悲しい話だった。・最後に家族と会えていい話だった。 

感想交流②        ・ちいちゃんは最後に家族と会えてよかった。 ・でも最後にちいちゃんは、死んでしまうから  

・家族でしたかげおくりは楽しそうだったけど、最後のかげおくりは、ちいちゃんが一人で悲しい。 

学習問題作り②    ・場面ごとのちいちゃんの気持ちの変化を追いたい。・最初と最後のかげおくりについて考えたい。・このお話は、悲

しい話でいい？ 「ちいちゃんのかげおくり」っていう題名だから、かげおくりがキーワードなんだよね。 

物語の基本設定の確認③ 登場人物は、「ちいちゃん」「お父さん」「お母さん」「お兄ちゃん」「おじさん」「おばさん」「語り手」  ・日本が

戦争していたころの話。  ・5 場面構成 ・中心人物は、ちいちゃん 

 

 

◎各場面を色で表すと何色？ 

家族そろってかげおくりをする

ちいちゃん④ 

ひとりぼっちになったちいちゃ

ん⑤ 

母と兄を待ち続けるちいちゃん

⑥ 

たった一人でかげおくりをする

ちいちゃん⑦(本時) 

・黄色 

家族でおでかけをして、みんなで

かげおくりをしている。 

・青色 

お父さんが戦争に行ってしまっ

た。 

赤色 

空襲があって、必死で逃げている

から 

「お母ちゃん」と 2 回もさけん

でいる。 

黒色 

一人ぼっちになってしまった。す

ごく不安だと思う。 

・灰色 

まちもちいちゃんの家もすべて

焼けてしまった。 

母、兄も帰ってこなくて、不安だ

から。 

泣きたいのを我慢している 

 

・黄色 

ちいちゃんが会いたくてたまら

なかった、家族に会えたからうれ

しい 

・水色 

家族に会うことはできたけど、ち

いちゃんは死んでしまったから

悲しい 

 

 

一場面のかげおくり         四場面のかげおくり 

・初めてのかげおくり      ・最後のかげおくり 

・家族でやったかげおくり    ・ひとりぼっちのかげおくり 

・楽しいかげおくり       ・うれしいかげおくり 

・うれしいかげおくり 

 

 

・五場面にはちいちゃんが登場しないのになぜ、あるのかな 

・ちいちゃんが一人でかげおくりをした場所でたくさんの子どもたちが  

遊んでいる。 

・現代は平和だということを表しているのかな。 

 

 

・いつでも子どもがきらきらわらえる時代がいい。 

・ちいちゃん目線で読むのと、読者として読むので感想が変わるのが面白かった。 

・平和な時代がずっと続くように自分たちができることってあるかな。 

・戦争の時には、たくさんの「ちいちゃん」がいた。これからずっと、同じ思いをする子どもがいなくなってほしい。 

 
 

 

 
【学びに向かう姿・人間性等】 

問いを持ち、単元目標を理解して学習の見通しを

もっている。(発言・記述) 

 

【知識・技能】 

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増や

し、話や文章の中で使い、語彙の量を豊かにする

ことができる。 

 

 

【思考・判断・表現】 

文章を読んで、理解したことを基づいて、感想や

考えをもつことができる。(発言・記述) 

 

登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、

場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像する

ことができる。(発言・記述) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学びに向かう姿・人間性等】 

学習を通して理解したことに基づいて、物語を読

んだ感想をまとめようとしている。 

願う子どもの姿 

・場面の様子や登場人物の気持ちについて叙述をもとに考えることができる姿 

・話合いの場自分の考えをわかりやすく表現し、また友達の意見をしっかり聞き、その内容を考えながら、自分の考えを

広げたり、深めていく姿   ・視点の違う読み方に気づき、読みを深める姿 

自己調整 

話合う内容や投げかけられる問いを「自分ごと」として受け止め、考

えられるように感想を共有し、「問い」を自分たちでつくる。 

響き合う 

話合いの素地を整える。 

・話すこと、聴くことへの意識づけ 

・「何を言っても大丈夫」と感じられる温かいクラスの雰囲気づくり 

・友達の発言内容を考えながら聴き、自分の考えと比較する。 

手立てや概念 

・戦争についてかかれてる別の絵本を読んだり、当時の様子を知る

ことができる写真などを見せたりして、当時の時代背景を知る。 

・大型絵本を準備し、挿絵も手がかりにしながら、心情などを考え

られるようにする。 

ちいちゃんのかげおくりってどんなお話かな

①② 

 

 

 

 

いちゃんのかげおくり 

場面ごとのちいちゃんの気持ちを読み取ろう。④～⑦ 

 

⑦ 

～ 

 

～ 

⑦ 

 

④～ 

 

 

 

感想がずれているね 

どっちかな 

 

 

2 つのかげおくりについて考えよう⑧ このお話は、いい話なのか、悲しい話なのか⑨ 

いい話 

・ちいちゃんは、家族に会うことができた。 

・平和になった。 

・最後も「子どもたちでわらっている」と書いてあるよ 

悲しい話 

・ちいちゃんは、死んでしまった。 

・平和な世界を見ることができなかった。 

・公園の中にちいちゃんは、いない。 

 

 

 

響き合う 

場面を色で表すことで、「どうして、あの色なのだろう」「わけを知り

たい」という問いの意識が生まれると考える。問いと答えを軸に授業

を展開し、話合いを通して、最後に自分の考えをまとめさせる。 

高め合う 

自分の考えのみの書いている児童、自分の考え＋根拠を書いている児

童、考え＋根拠＋解釈を書いている児童を事前に把握し、話合いが深

まっていくように意図的に指名を行う。 

手立てや概要 

二項対立の問いを設定す

ることで、自分の考えを

持ちやすくする。 

高め合う 

ちいちゃんと同化して読み進めてきた児童たちも、４場面に出会うこ

とで同化している子と異化している子の間にズレが生じる。そのずれ

を話し合うことで、より切なさを感じ、物語の読みを深めることがで

きる。 

高め合う 

２つのかげおくり、１から４場面とご

場面の対比構造を捉えさせる。 

場面を結び付けながら、登場人物の心

情やその変化を具体的に想像させて

いくことで、物語に対して自分なりの

考えをもたせる。 

対

比 

なぜ、五場面があるのだろう⑩ 

学習後の感想をまとめて、発表する ⑪ 


